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トランジット惑星系では、惑星が公転周期ごとに主星の前面を通過し「食」(トランジット)を起こす。この時、
主星の自転による吸収線の広がりを惑星が隠してしまうため、トランジット中の主星の視線速度は見かけ上ケプ
ラー運動によるものからずれて観測される。この効果は古くから食連星の観測によって知られており、発見者の
名前にちなんでRossiter–McLaughlin効果 (以下、RM効果: Rossiter 1924, McLaughlin 1924)と呼ばれている。
このRM効果による視線速度のずれは、主星の自転軸と惑星の公転軸のなす角 λなどのパラメータを用いて記
述することができる (Ohta, Taruya, & Suto 2005)。この λという量は惑星の形成と進化の過程を反映しており、
hot Jupiterがどのように形成されたのかについて手がかりを与えてくれる貴重な観測量である。そのため、これ
までに見つかっている明るい (V ∼ 8)トランジット惑星系では、Keck望遠鏡によってRM効果の観測が行われ、
λに対して制限がつけられてきた。しかし一方で、近年トランジットサーベイによって複数発見され始めている
暗い (V ∼ 12)トランジット惑星系については、その暗さのため観測が行われてこなかった。
そこで我々のグループでは、トランジット惑星系TrES-1(V ∼ 11.8)でのRM効果を検出することを目指して、
ハワイにあるすばる望遠鏡・MAGNUM望遠鏡の 2台を同時に用いて、UT 2006年 6月 21日に起こったTrES-1
のトランジット観測を行った。その結果、我々は TrES-1の λについて初めて制限をつけ、少なくともこの系で
惑星が順行して公転していることを確認した。本講演ではその観測と結果について報告する。


